	経営革新計画承認企業(令和３年７月)




	１
	企業名
	株式会社リ・ポール
	承認年月日
	令和３年７月６日

	　
	所在地
	門真市大倉町４－１０
	
	

	
	TEL
	０６－６７６０－５６４９
	
	

	　
	事業テ－マ
	【植物工場を活用した農福連携事業の開発事業】
　障がい者の方々が安全に住む環境（グループホーム）と安心して働ける環境（植物工場）を組み合わせた農福連携事業を更に発展させる。これまで就労支援施設に通う障がい者の方々は「就労継続支援Ｂ型」の扱いが多いが、本事業で「就労継続支援A型」移行まで円滑に行える。農作業という安全安定した作業は、障がい者の方々に取り組みやすく作物の販売により所得向上も確保しやすく安定雇用が可能となる。
　


	２
	企業名
	ロザイ工業株式会社
	承認年月日
	令和３年７月６日

	　
	所在地
	大阪市西区南堀江１－２－１４
	
	

	
	ＴＥＬ
	非公表
	
	

	　


	事業テ－マ


	【不良品検査の省人力化と有効な人材活用・育成の促進】
　耐火れんがの生産過程で避けて通れない不良品発生に伴う製品検査は、多検査項目に加え立体物全面の検査など自動化への難易度は高く、検査員によるアナログ検査が業界の常識である。
　本計画は業界の常識を覆した検査部門の自動化を実現させ省人化を図るとともに、効率的人材活用、労災軽減、人材育成を進め、競合他社に対し優位に立つだけでなく工場全体の労働生産性の水準向上をめざす。


	３
	企業名
	葵スプリング株式会社
	承認年月日
	令和３年７月６日

	　
	所在地
	非公表
	
	

	
	ＴＥＬ
	非公表
	
	

	　
	事業テ－マ
	【フォーミング加工技術の高度化】
　非公表


	４
	企業名
	大正インダストリー株式会社
	承認年月日
	令和３年７月６日

	　
	所在地
	東大阪市菱屋東２－１７－１５
	
	

	
	ＴＥＬ
	０６－６７８２－７６５５
	
	

	　
	事業テ－マ
	【塗装前工程の高効率化】
　近年、塗装の世界では、単なる錆止めや美粧ではなく、小型・精密部品への高品質塗装が求められるようになりました。弊社は『手吹き塗装』により、小型・精密部品への高品質塗装に関し、技術確立が出来ております。
　新型の高度化前処理自動装置の導入により、機能塗装の分野において持続的成長可能な生産手法を低コストで実現し、精密加工や医療業界を中心とした新市場への積極的な展開を図ります。


	５
	企業名
	株式会社WOODBASE・F
	承認年月日
	令和３年７月６日

	　
	所在地
	松原市若林１－４－３
	
	　

	
	ＴＥＬ
	０７２－３３６－１２１２
	
	

	　
	事業テ－マ
	【SDGsへの取組を通じたオーダーメイド家具のオンライン販売事業】
　業界における幅広いネットワークを活かし、本来使用しない不使用材料を安価で仕入れ、既存事業で培った「オリジナル家具製造ノウハウ」により、ユーザー独自の要望にカスタマイズしたオーダー家具を、低価格で提供する。
　販売に関しては新たに自社ECサイトを立ち上げ、新たにBtoC型の事業を確立すると同時に、リユースを通じたSDGsへの取組を通じた新たな付加価値を提供する。



	６
	企業名
	有限会社アール・ステージ
	承認年月日
	令和３年７月２７日

	　
	所在地
	大阪市中央区北浜１－１－１０　
	
	

	
	ＴＥＬ
	０６－６９２６－４６３０
	
	

	　
	事業テ－マ

	非公表


	７
	企業名
	ランドコマース合同会社
	承認年月日
	令和３年７月２７日

	　
	所在地
	大阪市中央区本町１－５－６
	
	

	
	ＴＥＬ
	０５０－３６３８－７１３５
	
	

	　
	事業テ－マ　
	　非公表


	８
	企業名
	株式会社山田製作所
	承認年月日
	令和３年７月２７日

	　
	所在地
	大東市新田中町２－４１
	
	

	
	ＴＥＬ
	０７２－８７１－００９５
	
	

	　
	事業テ－マ
	【土壌処理槽の汎用性を高めるためのプレハブ化事業の展開】
　汚水を浄化し、循環再利用ができる水土浄化システムの土壌処理部の製作方法を製缶・板金技術を用いてパッケージ化し本システムの多様なる要求（大型化・小型化）に対応できる製法を確立させ、量産に対応できる生産性の向上およびコストダウンなどの要求にも対応できるように汎用性を高め普及に貢献する。
　それにより当社はこれまでの産業用機械の業界の仕事に加え、公共的なインフラ設備の業界を新たな柱とし事業を拡大していく。


	９
	企業名
	有限会社今村化学
	承認年月日
	令和３年７月２７日

	　
	所在地
	高槻市大蔵司２－６－４
	
	　

	
	ＴＥＬ
	０７２－６８８－２７０８
	
	

	　
	事業テ－マ
	【電柱用低圧碍子ラックの樹脂化商品開発】
　当社は創業時より社会インフラ用途の熱硬化性プラスチック成形の金型・部品製造をおこなってきたが、最近電設機器を製造販売している取引先の1社から、電柱に使用する「低圧碍子ラック」を熱硬化性樹脂に置き換える製品開発を共同で実施する提案を受け、来期からの開発を目指している。「碍子レス」とすることで①重い、②取付け前に組立が必要、③生産工程が多い、④セラミック製のため破損し易い等の問題解決を図る。



	１０
	企業名
	ミノル化学工業株式会社
	承認年月日
	令和３年７月２７日

	　
	所在地
	東大阪市衣摺１－５－２２
	　
	

	
	ＴＥＬ
	０６－６７２８－３２２２
	
	

	　
	事業テ－マ
	【「ミノルキューブ」を使った新用途の商品開発】
　標本箱は、一般的には「ドイツ箱」と呼ばれる虫や湿気を通さない、木製で塗装されたフタはガラス製、箱は専門職人の手作りのものである。
　昔から全国の博物館や研究機関では、ほぼ例外なくこの規格を使用している。
　この規格では、標本自体を上からしか観察することができないので、昆虫などでも翅の裏側の模様や、足、腹などの様子が観察できない。
　しかし、コの字型のスライド開閉式で、閉じると正６面体や直方体となる「ミノルキューブ」を標本ケースとして使用した場合、手で持って、３６０度全方向から観察できる標本ケースとなるため、研究者等は、より詳しい生体観察が可能となる。また、地域の小学校などへ標本の貸し出しができるほか、気軽にスケッチ等のワークショップイベントにも幅広く応用できる。


	１１
	企業名
	株式会社トリプルバリュー
	承認年月日
	令和３年７月２７日

	　
	所在地
	大阪市淀川区西中島６－３－３２　
	
	　

	
	ＴＥＬ
	０６－６１９５－６７８５
	
	

	　
	事業テ－マ
	【価値観カードのオンライン版の開発】
　私たちはエンゲージメントを高め、ワクワークする（ワクワク働く）人を増やして世の中の生産性と幸福度を高めたいという想いから『エンゲージメントカード』をお届けしている。コロナ禍でリアルで集うことが難しい昨今でも、エンゲージメントを高めたいと考え、テレワークやオンライン打合せの場でも使えるエンゲージメントカードのオンライン版を開発する。



	１２
	企業名
	株式会社エンジョイワークス
	承認年月日
	令和３年７月２７日

	　
	所在地
	大阪市中央区博労町１－８－８
	
	　

	
	ＴＥＬ
	０６－６１２３－７２４８
	
	

	　
	事業テ－マ
	非公表


	１３
	企業名
	セルフアライアンス株式会社
	承認年月日
	令和３年７月２７日

	　
	所在地
	大阪市淀川区宮原２－９－１
	
	

	
	ＴＥＬ
	０６－６３３５－７９４０
	
	

	　
	事業テ－マ
	【Wi-Fi等を活用したデジタルフォトフレーム及び共有アプリの開発】
　核家族化やコロナ禍による外出自粛により、帰省やイベント事の自粛及び制限が社会問題となっています。
　上記社会問題の解決にも貢献できる本アプリ開発により、遠方の方にも瞬時に画像や動画データを共有することが可能となります。
　このアプリの活用媒体としてデジタルフォトフレームを検討しています。


	１４
	企業名
	株式会社S&W
	承認年月日
	令和３年７月２７日

	　
	所在地
	非公表
	
	　

	
	ＴＥＬ
	非公表
	
	

	　
	事業テ－マ
	【適正な報酬分配、業務効率化といった法律事務所の課題解決に向けたクラウドシステム開発】
　法律事務所のバックオフィス業務を、一気通貫して行えるクラウドシステムを構築し、いつでも・どこでも、バックオフィス業務を最短で完結できる環境を作る。
　機能は、タイムチャージの請求整理や弁護士間の報酬分配等の法律事務所特有のバックオフィス機能に注力し、差別化と開発費の低減を実現するとともに、定型業務管理、顧問管理、名簿管理、入出金管理、予定管理、営業管理、報酬分配管理、などの最低限の業務も網羅する。


	１５
	企業名
	株式会社ヰゲタ
	承認年月日
	令和３年７月２７日

	　
	所在地
	非公表
	
	　

	
	ＴＥＬ
	非公表
	
	

	　
	事業テ－マ
	【ディスペンサーの小ロット生産を可能にする生産体制の構築及びメーカーポジションでのメンテナンス業務の実施】
　部品の生産体制を自動化し、小ロットでの段取り替えを可能にし結果製品の小ロット生産を可能にする。
　また一部の製品に関しては金型を使用せず切削加工と３Dプリンターで製作する事で小ロット生産を可能にする。
　市場展開後の使用済み製品の回収・修理の体制を構築し本来廃棄物となっていた故障製品の修理、メンテナンスを行うメンテナンス業務を提供することで持続可能性に寄与し、顧客も廃棄されるはずであった製品を再投入することができるようになり、顧客側のトータルコストの削減につなげる。


	１６
	企業名
	都インキ株式会社
	承認年月日
	令和３年７月２７日

	　
	所在地
	大阪市鶴見区放出東１－７－１３
	
	　

	
	ＴＥＬ
	０６－６９６１－０１０１
	
	

	　
	事業テ－マ
	【SDG´s達成に向けた3つのサステナブルな取組み】
　目的：SDG´s達成に向けた取組みを明確化し、Co2削減を実践する。
　取組み：以下3つの新商品を新たに製造・販売する。
【1】 サステナブルインク（UV、油性）
→再生可能な有機性資源「バイオマス」の含有量比率を高め、環境に配慮した新たなインクを開発する
【2】 サステナブルブラックインク（油性のみ）
→従来までは焼却廃棄されていた他の印刷会社の不動インクを回収し、リユースして製造するインクを開発する
【3】 クリアペーパーファイルインク
→当社が開発した用紙に塗ると高い透明度が出るインクを活用し、PP製クリアファイルの代替となるクリアペーパーファイルを製作する



＊事業テ－マの説明内容は承認企業のコメントをそのまま掲載しています。

